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日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

山

下

紘

嗣

は
じ
め
に

『
続
日
本
紀
』（
以
下
『
続
紀
』
と
記
す
）
延
暦
六
年
（
七
八

七
）
五
月
己
丑
（
六
日
）
条
に

有
�勅
、
令
�皇
太
子
帯
剣
�。
于
�時
、
太
子
未
�加
�元
服
�矣
。

と
あ
る
。
こ
の
史
料
は
人
物
名
等
を
補
う
と
、「
桓
武
天
皇
の
勅

に
よ
っ
て
皇
太
子
の
安
殿
親
王
（
後
の
平
城
天
皇
）
に
帯
剣
さ
せ

た
。
こ
の
時
皇
太
子
は
ま
だ
元
服
し
て
い
な
か
っ
た
。」
と
解
釈

で
き
る
。

こ
の
様
に
、
本
史
料
は
桓
武
朝
に
お
け
る
皇
太
子
の
帯
剣
（
１
）
に
つ

い
て
述
べ
た
史
料
で
あ
る
が
、
帯
剣
は
「
衣
服
形
態
（
２
）
」
を
構
成
す

る
一
つ
の
要
素
で
あ
る
。
日
本
古
代
に
お
い
て
、
制
度
的
に
定
め

ら
れ
た
「
衣
服
形
態
」
が
可
視
的
な
標
章
と
し
て
、
そ
れ
を
着
す

る
者
の
性
格
を
表
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
３
）
。
ま
た
、

桓
武
朝
は
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
の
境
に
位
置
し
（
４
）
、
日
本
古
代
に

お
け
る
一
つ
の
画
期
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
史
料
は
、

日
本
古
代
の
皇
太
子
の
性
格
を
制
度
的
側
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る

上
で
、
重
要
な
史
料
だ
と
言
え
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
、

制
度
史
的
な
観
点
か
ら
本
史
料
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
（
５
）
。

帯
剣
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
古
代
の

日
本
に
お
い
て
、
剣
が
単
に
武
具
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
他
に
も

様
々
な
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
即
ち
、

剣
は
権
力
・
地
位
を
象
徴
し
（
６
）
、
祭
祀
権
を
示
す
神
宝
・
祭
祀
具
で

あ
り
（
７
）
、
悪
霊
や
邪
気
を
追
い
払
う
咒
具
・
聖
具
で
あ
り
（
８
）
、
更
に
、

そ
の
授
受
が
信
頼
関
係
を
示
し
た
（
９
）
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、「
衣
服
形
態
」
の
構
成
要
素
と
し
て
、
帯
剣
が
如
何
な

る
機
能
を
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
程
詳
し
く

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

一
（

一

）



論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
に
お
い
て
、

衣
服
制
度
上
、
帯
剣
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
た
か
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
桓
武
朝
に
皇
太
子
安
殿
親
王
に
帯
剣
が
命
じ
ら

れ
た
こ
と
が
、
日
本
古
代
の
皇
太
子
制
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

第
一
節

奈
良
時
代
の
帯
剣

本
節
で
は
、
奈
良
時
代
、
即
ち
安
殿
親
王
の
帯
剣
以
前
に
、
帯

剣
を
伴
う
「
衣
服
形
態
」
が
、
ど
の
よ
う
な
標
章
で
あ
っ
た
の
か

考
察
す
る
。
当
該
期
の
帯
剣
に
関
連
す
る
史
料
を
列
挙
す
る
と
以

下
の
も
の
が
あ
る
。

①
養
老
衣
服
令
１３
武
官
礼
服
条
（
１０
）

武
官
礼
服
、
衛
府
督
佐
。〈
兵
衛
佐
、
不
�在
�此
限
�。
以
下

准
�此
。〉
並
�
羅
冠
。
�
�
。
牙
笏
。
位
襖
。
加
��
裲
襠
�。

〈
兵
衛
督
雲
錦
。〉
金
銀
装
腰
帯
。
金
銀
装
横
刀
。
白
袴
。
烏

皮
靴
。〈
兵
衛
督
、
赤
皮
靴
。〉
錦
行
滕
。

②
養
老
衣
服
令
１４
武
官
朝
服
条

朝
服
。
衛
府
督
佐
、
並
�
羅
頭
巾
。
位
襖
。
金
銀
装
腰
帯
。

金
銀
装
横
刀
。
白
襪
。
烏
皮
履
。
其
志
以
上
、
並
�
縵
頭
巾
。

�
�
。
位
襖
。
烏
油
腰
帯
。
烏
装
横
刀
。
白
襪
。
烏
皮
履
。

〈
会
集
等
日
、
加
�錦
裲
襠
赤
脛
巾
�。
帯
�弓
箭
�。
以
�鞋
代

�履
。〉
兵
衛
、
�
縵
頭
巾
。
�
�
。
位
襖
。
烏
油
腰
帯
。
烏

装
横
刀
。
帯
�弓
箭
�。
白
脛
巾
。
白
襪
。
烏
皮
履
。〈
会
集
等

日
、
加
�挂
甲
�帯
�槍
。
以
�位
襖
�代
�紺
襖
�。
以
�鞋
代

�履
。〉
主
帥
、
�
縵
頭
巾
。
�
�
。
位
襖
。
烏
油
腰
帯
。
烏

装
横
刀
。
白
脛
巾
。
白
襪
。
烏
皮
履
。〈
会
集
等
日
、
加
�挂

甲
�。
帯
�弓
箭
。
以
�縹
襖
�代
�位
襖
�。
以
�鞋
代
�履
。〉
並

朝
庭
公
事
即
服
之
。
衛
士
、
�
縵
頭
巾
。
桃
染
衫
。
白
布
帯
。

白
脛
巾
。
草
鞋
。
帯
�横
刀
、
弓
箭
、
若
槍
�。〈
会
集
等
日
。

加
�朱
末
額
挂
甲
�。
以
��
衫
�代
�桃
染
衫
�。〉
朔
・
節
日
、

即
服
之
。
尋
常
、
去
�桃
染
衫
及
槍
�。
其
督
以
下
、
主
帥
以

上
袋
、
准
�文
官
�。

③
養
老
公
式
令
５２
内
外
諸
司
条

凡
内
外
諸
司
、
有
�執
掌
�者
、
為
�職
事
官
�。
无
�執
掌
�者
、

為
�散
官
�。
五
衛
府
、
軍
団
、
及
諸
帯
�仗
者
、
為
�武
。〈
大

宰
府
、
三
関
国
、
及
内
舎
人
、
不
�在
�武
限
�。〉
自
余
並
為

�文
。

④
職
員
令
集
解
１７
雅
楽
寮
条

雅
楽
寮
（
中
略
）
頭
一
人
。〈
掌
�文
武
雅
曲
正
舞
〉

謂
、
无
�干
戈
�者
曰
�文
。
有
�干
戈
�者
曰
�武
。
穴
云
、

称
�雅
曲
�者
、
依
�不
�加
�淫
楽
�耳
。
釈
云
、
帯
�刀
為
�武
。

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号

二
（

二

）



无
�刀
為
�文
。
古
記
云
、
文
武
雅
曲
正
舞
、
及
曲
謂
也
。
帯

�刀
為
�武
。
无
�刀
為
�文
。
雑
楽
耳
。（
後
略
）

⑤
『
続
紀
』
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
七
月
丙
辰
（
二
十
一
日
）
条

始
置
�授
刀
舎
人
寮
�。

⑥
『
続
紀
』
天
平
三
年
（
七
三
一
）
十
一
月
癸
酉
（
二
十
八
日
）

条
制
、
大
惣
管
者
、
帯
�剣
待
�勅
。
副
惣
管
者
、
与
�大
惣
管
�

同
。
判
吏
二
人
、
主
事
四
人
。
鎮
撫
使
、
掌
与
�惣
管
�同
。

判
官
一
人
、
典
一
人
。
其
抽
�内
外
文
武
官
六
位
已
下
、
解
�

兵
術
・
文
筆
�者
�充
。
仍
給
�大
惣
管
�
仗
十
人
、
副
惣
管

六
人
、
鎮
撫
使
三
位
随
身
四
人
、
四
位
二
人
�。
並
負
�―持
弓

箭
�、
朝
夕
祇
承
。
随
�主
願
�充
、
令
�得
�入
�考
。
惣
管
、

如
有
�縁
�事
入
部
�者
、
聴
�従
�騎
兵
卅
疋
�。
其
職
掌
者
、

差
�―発
京
及
畿
内
兵
馬
�、
捜
―�捕
結
�徒
集
�衆
、
樹
�党
仮
�勢
、

劫
�―奪
老
少
�、
圧
�―略
貧
賎
�、
是
�―非
時
政
�、
臧
�―否
人
物
�、
耶

曲
冤
枉
�之
事
。
又
断
�盗
賊
、
妖
言
、
自
非
�衛
府
�執
�―持

兵
刃
�之
類
�。
取
�時
巡
�―察
国
郡
司
等
治
績
�、
如
得
�善
悪
�、

即
時
奏
聞
。
不
�須
�連
�―延
日
時
�、
令
��会
�恩
赦
�。
其
有
�

犯
�罪
者
�、
先
決
杖
一
百
已
下
。
然
後
奏
聞
。
但
鎮
撫
使
、

不
�得
�差
�―発
兵
馬
�。

⑦
『
続
紀
』
天
平
四
年
八
月
丁
亥
（
十
七
日
）
条
・
壬
辰
（
二
十

二
日
）
条

丁
亥
、（
中
略
）
正
三
位
藤
原
朝
臣
房
前
為
�東
海
・
東
山
二

道
節
度
使
�。
従
三
位
多
治
比
真
人
県
守
為
�山
陰
道
節
度
使
�。

従
三
位
藤
原
朝
臣
宇
合
為
�西
海
道
節
度
使
�。
道
別
判
官
四

人
、
主
典
四
人
、
医
師
一
人
、
陰
陽
師
一
人
。

壬
辰
、
勅
、（
中
略
）
又
使
已
下
�
人
已
上
、
並
令
�佩
�剣
。

（
後
略
）

⑧
『
続
紀
』
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
三
月
丙
寅
（
十
七
日
）

条
勅
、
近
衛
将
監
従
六
位
下
勲
六
等
間
人
直
足
等
十
九
人
、

感
�―会
風
雲
�、
奮
�―激
忠
勇
�、
超
�群
抜
�衆
、
斬
�寇
滅
�凶
。

朕
以
嘉
�其
武
節
�、
賞
�此
高
勲
�。
宜
�令
�美
服
光
�栄
、
容

儀
標
�異
。
自
今
以
後
、
諸
勲
六
等
已
上
、
身
有
�七
位
�、
而

帯
�職
事
�者
、
許
�執
�牙
笏
�并
用
�銀
装
刀
帯
等
�。
及
�元

日
等
節
�、
着
�当
階
之
色
�。

⑨
『
続
紀
』
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
三
月
戊
辰
（
十
一
日
）
条

停
�隼
人
帯
剣
�。

①
と
②
は
礼
服
や
朝
服
、
制
服
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
付
属
す
る

服
飾
品
に
つ
い
て
の
詳
細
な
規
定
か
ら
な
る
衣
服
令
の
条
文
で
、

①
は
武
官
の
礼
服
を
、
②
は
武
官
の
朝
服
を
規
定
し
て
い
る
。
礼

服
と
は
衣
服
令
１
皇
太
子
条
の
古
記
や
同
４
諸
臣
条
、
同
１０
内
命

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

三
（

三

）



婦
条
に
よ
る
と
大
祀
（
11
）
、
大
嘗
、
元
日
に
着
す
衣
服
で
あ
り
、
①
で

は
衛
門
府
と
左
右
衛
士
府
の
督
佐
、
及
び
左
右
兵
衛
府
の
督
の
礼

服
に
「
金
銀
装
横
刀
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
②
で
は
朝
服
と
し
て
、「
衛
府
督
佐
（
12
）
」
が
「
朝
庭
公
事
」
に

「
金
銀
装
横
刀
」
を
、
同
志
以
上
（
13
）
と
兵
衛
、
主
帥
（
14
）
が
「
朝
庭
公

事
」
及
び
「
会
集
等
日
」
に
「
烏
装
横
刀
」
を
、
衛
士
が
「
朔
・

節
日
」
及
び
「
会
集
等
日
」
に
「
横
刀
」
を
帯
び
る
べ
き
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。「
朝
庭
公
事
」
と
は
、
広
瀬
圭
氏
に
よ
る
と

「
告
朔
儀
等
の
朝
庭
に
お
け
る
行
事
を
基
本
と
し
た
」「
尋
常
（
	

平
常
の
執
務
）
で
な
い
、
す
べ
て
の
朝
庭
に
お
け
る
行
事
や
儀

式
」
の
こ
と
で
あ
る
（
15
）
。
ま
た
、
同
志
以
上
と
兵
衛
、
主
帥
に
お
け

る
「
会
集
等
日
」
と
は
『
令
集
解
』
の
諸
説
に
よ
る
と
、
礼
服
を

着
す
る
日
、
即
ち
大
祀
、
大
嘗
、
元
日
の
こ
と
で
あ
る
。
衛
士
の

「
朔
・
節
日
」
と
「
会
集
等
日
」
は
両
者
を
合
わ
せ
て
諸
々
の
儀

礼
を
指
す
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
か
（
16
）
。
こ
の
よ
う
に
①
・

②
の
規
定
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
官
職
に
よ
り
帯
び
る
剣

こ
そ
違
っ
た
が
、
武
官
は
皆
諸
儀
礼
に
お
い
て
帯
剣
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
尚
、
衣
服
令
に
は
武
官
の
礼

服
・
朝
服
以
外
に
も
、
皇
太
子
（
17
）
・
親
王
（
18
）
・
諸
王
（
19
）
・
諸
臣
（
20
）
の
礼
服
や
、

親
王
以
下
有
位
者
の
朝
服
（
21
）
、
無
位
の
官
人
・
庶
人
等
の
制
服
（
22
）
に
つ

い
て
の
規
定
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
「
衣
服
形
態
」
に
剣
は
含
ま

れ
ず
、
基
本
的
に
武
官
の
帯
剣
の
み
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

③
は
職
事
官
と
散
官
、
武
官
と
文
官
の
別
を
規
定
し
て
い
る
公

式
令
の
条
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
五
衛
府
、
軍
団
、
及
諸
帯

�仗
者
、
為
�武
。」
と
あ
り
、「
仗
」
を
帯
び
る
者
が
武
官
で
あ
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
注
の
「
大
宰
府
、
三
関
国
、
及

内
舎
人
不
�在
�武
限
�」
は
『
令
集
解
』
諸
説
に
よ
る
と
、
そ
れ

ら
の
官
に
あ
る
者
が
武
官
で
な
い
な
が
ら
も
「
仗
」
を
帯
び
る
べ

き
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
本
注
に
付
属
す
る
令

釈
に
「
大
宰
三
関
国
、
雖
�非
�武
官
�准
令
�帯
剣
。」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
条
文
に
お
い
て
「
仗
」
は
剣
に
置
き
換
え
る
こ
と

が
で
き
、
本
条
は
武
官
及
び
「
大
宰
府
、
三
関
国
、
及
内
舎
人
」

が
帯
剣
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
（
23
）
。
ま
た
、
本

条
で
は
特
に
帯
剣
す
べ
き
場
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
令

釈
に
「
其
大
宰
官
人
、
及
軍
毅
等
在
京
之
日
、
不
�帯
剣
�者
、
別

有
�処
分
�耳
。」
と
あ
り
、
大
宰
官
人
や
軍
毅
は
京
域
で
の
帯
剣

を
ゆ
る
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
官
職
に
あ
る
者
の
通
常
勤
務

す
べ
き
場
所
に
お
け
る
帯
剣
を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

武
官
に
関
し
て
は
、
①
②
の
史
料
か
ら
諸
儀
礼
に
お
い
て
帯
剣
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
問
題
な
い
が
、「
大

宰
府
、
三
関
国
、
及
内
舎
人
」
は
何
故
帯
剣
す
る
べ
き
で
あ
る
と

史
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さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
内
、
大
宰
府
と
三
関
は
先
に
挙
げ
た

令
釈
に
「
雖
�非
�武
官
�准
令
�帯
剣
�。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
武

官
に
准
じ
て
帯
剣
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
武
官
と
は
武
を
以
て
朝
廷
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
て
い
る
官
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
宰
府
や
三
関

国
の
官
人
は
文
官
で
は
あ
る
が
、
勤
務
地
が
軍
事
的
要
所
で
、
武

を
行
使
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
武
官
に
准
じ
て
帯
剣
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
令
釈
で
、
大
宰
官
人
や

軍
毅
が
京
域
で
は
帯
剣
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
京

域
で
武
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
内
舎
人
に
関
し
て
は
、
職
員
令
３
中
務
省
条
に
「
内
舎
人

九
十
人
〈
掌
�帯
�刀
宿
衛
、
供
�―奉
雑
使
�、
若
駕
行
分
―�衛
前

後
�。〉」
と
あ
り
、
内
舎
人
が
天
皇
を
守
衛
す
る
た
め
に
剣
を
帯
び

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
内
舎
人
の
帯
剣
も
、
職
掌
上
武
を
行
使

す
る
可
能
性
が
あ
る
官
で
あ
っ
た
為
で
あ
る
（
24
）
。
ま
た
、
本
注
に
付

さ
れ
た
『
令
義
解
』
の
注
釈
に
「
亦
中
務
丞
以
上
、
准
而
須

�知
」
と
あ
り
、
中
務
丞
以
上
も
帯
剣
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
中
務
省
官
人
に
武
と
関
わ
る
職
掌
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
黒

川
真
頼
氏
に
よ
っ
て
、
中
務
は
天
皇
に
近
侍
す
る
「
侍
衛
の
官
な

る
故
」
に
帯
剣
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
25
）
。
従
っ
て
、
そ
の
帯
剣

の
理
由
は
内
舎
人
と
同
じ
で
、
天
皇
を
守
衛
す
る
上
で
武
を
行
使

す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
尚
、

瀧
川
政
次
郎
氏
に
よ
っ
て
大
宝
令
で
は
本
注
が
「
唯
内
舎
人
、
及

竺
志
、
不
�在
�武
之
例
�。」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
が
（
26
）
、
内
舎
人
は
養
老
令
と
共
通
し
、
竺
志
は
養
老
令
に

お
け
る
大
宰
府
を
示
し
て
い
る
の
で
、
大
宝
令
制
下
で
も
本
条
は

武
を
以
て
朝
廷
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
官
に
あ
る

者
が
帯
剣
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
①
か
ら
③
に
よ
っ
て
、
養
老
令
の
規
定
上
―
お
そ
ら
く
は

大
宝
令
に
お
い
て
も
―
帯
剣
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
の
は
基
本
的
に

武
官
で
あ
り
、
武
官
以
外
で
帯
剣
を
認
め
ら
れ
て
い
た
の
は
武
を

以
て
朝
廷
に
奉
仕
す
る
可
能
性
の
あ
る
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ

て
き
た
。
ま
た
、
④
か
ら
、
雅
楽
正
舞
に
お
い
て
も
演
者
が
帯
剣

す
る
か
否
か
で
文
・
武
が
識
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
こ
と
は
、
雅
楽
を
見
る
者
の
間
で
、
帯
剣
を
伴
う
「
衣
服
形

態
」
が
、
武
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
。
更
に
、
こ
の
④
に
古
記
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

大
宝
令
段
階
で
既
に
以
上
の
よ
う
な
認
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

の
傍
証
に
な
ろ
う
。

⑤
か
ら
⑨
は
帯
剣
に
関
す
る
実
例
の
記
事
で
あ
る
。

⑤
は
授
刀
舎
人
寮
の
設
置
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
授
刀
舎
人

寮
・
授
刀
舎
人
は
「
帯
剣
寮
（
27
）
」
や
「
帯
剣
舎
人
（
28
）
」
と
も
記
さ
れ
、

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

五
（

五

）



帯
剣
し
て
禁
中
の
宿
衛
に
あ
た
る
こ
と
を
任
務
と
し
た
一
種
の
宮

廷
武
力
で
あ
り
、
後
に
中
衛
府
に
改
編
さ
れ
た
（
２９
）
。
天
平
十
八
年
二

月
に
も
騎
舎
人
を
改
め
て
授
刀
舎
人
が
再
置
さ
れ
た
が
（
30
）
、
こ
れ
も

一
種
の
宮
廷
武
力
で
あ
り
、
後
に
近
衛
府
へ
と
発
展
し
た
。

⑥
に
は
大
・
副
惣
管
が
帯
剣
し
勅
を
待
つ
と
あ
る
。
大
・
副
惣

管
は
兵
の
差
発
権
を
持
ち
、
武
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

⑦
は
節
度
使
の
使
以
下
�
人
以
上
に
帯
剣
を
命
じ
た
史
料
で
あ

る
が
、
北
啓
太
氏
に
よ
っ
て
節
度
使
が
武
を
行
使
す
る
役
割
を
有

し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
31
）
。

⑧
は
恵
美
押
勝
の
乱
で
活
躍
し
た
近
衛
将
監
従
六
位
下
勲
六
等

間
人
直
足
等
十
九
人
の
功
に
応
え
る
た
め
に
、
勅
に
よ
っ
て
勲
六

等
以
上
の
職
事
官
は
七
位
で
あ
っ
て
も
「
銀
装
刀
」
等
を
帯
び
る

こ
と
を
認
め
た
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
銀
装
刀
」
を
帯
び
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
武
功
を
挙
げ
た
勲
六
等
の
者
で
あ

り
、
彼
ら
は
武
官
と
し
て
元
来
帯
剣
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
こ
の
史
料
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
衛
府
督
佐
以
上
に
し
か

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
銀
装
」
の
剣
を
、
勲
六
等
以
上
の
七

位
の
武
官
が
帯
び
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
や

は
り
帯
剣
す
る
者
が
武
官
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

⑨
は
畿
内
に
移
配
さ
れ
た
隼
人
の
帯
剣
を
止
め
た
史
料
だ
が
、

そ
れ
ま
で
隼
人
は
軍
事
的
役
割
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
（
32
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
実
例
に
お
い
て
も
、
奈
良
時
代
に
制
度
上
帯

剣
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
職
掌
上
武
を
以
て
朝
廷
に
奉
仕
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
者
の
み
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
当
該
期
の
帯

剣
を
伴
う
「
衣
服
形
態
」
は
武
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
標
章

と
し
て
そ
れ
以
外
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。

第
二
節

平
安
時
代
の
帯
剣

本
節
で
は
、
平
安
時
代
に
、
帯
剣
を
伴
う
「
衣
服
形
態
」
が
ど

の
よ
う
な
標
章
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
考
察
し
た
い
。

は
じ
め
に
、
平
安
時
代
の
帯
剣
も
、
奈
良
時
代
と
同
様
、
基
本

的
に
、
武
を
象
徴
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
、

職
員
令
集
解
６３
左
馬
寮
条
所
引
の
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
三
月
十

三
日
太
政
官
符
に

弘
仁
四
年
三
月
十
三
日
官
符
云
。
応
�令
�史
生
帯
剣
�事
。

右
得
�左
右
馬
寮
解
�

。
夫
馬
者
、
軍
国
之
用
、
非
常
之
備
。

掌
守
之
司
、
不
�可
�無
�備
。
望
請
、
令
�史
生
帯
剣
�、
備
�

于
非
常
�者
。
右
大
臣
（
園
人
）
宣
。
奉
�勅
、
依
�請
。

と
あ
る
こ
と
や
、
治
安
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
に
数
カ
国
の
国

司
・
郡
司
に
帯
剣
を
許
可
し
た
事
例
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
（
33
）
、『
続

史
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日
本
後
紀
』（
以
下
『
続
後
紀
』
と
記
す
）
承
和
四
年
（
八
三
七
）

三
月
戊
辰
（
五
日
）
条
に
お
い
て
清
原
真
人
夏
野
が
、
自
ら
が
左

近
衛
大
将
で
あ
る
こ
と
を
「
腰
帯
�剣
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と

な
ど
は
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
も
、
帯
剣
を
伴
う
「
衣
服
形
態
」

が
、
依
然
と
し
て
武
を
象
徴
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

し
か
し
、
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
平
安
時
代
に
、
国
家
に
よ
っ

て
帯
剣
に
新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
日
本
後
紀
』（
以
下
『
後
紀
』
と
記
す
）
弘
仁
元
年
九
月
乙
丑

（
二
十
八
日
）
条

公
卿
奏
言
、（
中
略
）
又
去
大
同
二
年
八
月
十
九
日
下
�弾
正

台
�例
云
、
雑
石
腰
帯
、
画
飾
大
刀
、
及
素
木
鞍
橋
、
独
射

�
・
葦
鹿
・
�
・
羆
皮
等
、
一
切
禁
断
者
。
臣
等
商
量
、
雑

石
易
�得
、
作
売
多
�人
。
至
�于
著
用
�、
亦
復
難
�損
。
銅



具
者
、
以
�漆
塗
成
、
動
易
�剥
落
�。
今
難
易
各
異
、
価
直
是

同
、
為
�弊
一
也
。
又
毛
皮
之
類
、
不
�聴
�犯
用
�、
鞍
具
之

要
、
唯
須
�皺
文
�。
是
以
、
无
頼
之
徒
、
窃
斃
�牛
馬
�、
為

�弊
二
也
。
又
節
会
之
義
、
蕃
客
之
朝
、
歳
時
不
�絶
。
必

須
�飾
刀
�。
今
惣
被
�断
、
恐
損
�国
威
�。
伏
望
雑
石
及
毛
皮

等
、
悉
聴
�用
之
。
画
飾
刀
者
、
除
�節
会
・
蕃
客
�之
外
、

将
加
�禁
制
�。
鞍
橋
者
、
除
�桑
棗
�之
外
、
不
�論
�素
漆
�、

随
�心
通
用
。
庶
随
�民
便
�、
蒙
�得
�其
所
�。
並
許
�之
。

こ
の
史
料
は
、
弘
仁
元
年
九
月
二
十
八
日
、
公
卿
奏
に
よ
っ
て

い
く
つ
か
の
装
身
具
の
使
用
許
可
が
求
め
ら
れ
、
裁
可
さ
れ
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
帯
剣
に
関
わ
る
部
分
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、

ま
ず
、
平
城
朝
の
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
八
月
十
九
日
に
、
弾
正

台
例
（
34
）
で
「
画
飾
大
刀
（
35
）
」
を
帯
び
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
と
記
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
同
二
年
の
頃
、
許
可
な
く
勝
手
に
「
画
飾

大
刀
」
を
帯
び
る
者
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
つ

づ
け
て
本
史
料
は
、「
国
威
」
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
節
会
及
び

外
国
の
使
節
が
参
列
す
る
朝
儀
に
お
い
て
「
画
飾
大
刀
」
を
帯
び

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
節
会
や
外

国
の
使
節
が
参
列
す
る
朝
議
は
儀
礼
の
場
で
あ
る
。
儀
礼
の
場
で

着
さ
れ
る
衣
服
は
礼
服
や
朝
服
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
、
礼
服

や
朝
服
で
帯
剣
が
付
加
さ
れ
て
い
た
の
が
武
官
の
み
で
あ
っ
た
こ

と
は
前
節
で
指
摘
し
た
。
こ
の
時
、
国
威
を
示
す
も
の
と
し
て

「
画
飾
大
刀
」
を
帯
び
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
、
帯
剣
に
武
を
象
徴
す
る
だ
け
で
な
く
、
帯
剣
者
の
威
儀
を

整
え
る
機
能
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
大
同
二
年
に

許
可
な
く
帯
剣
す
る
者
が
多
数
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

者
も
自
ら
の
威
儀
を
整
え
よ
う
と
し
て
勝
手
に
帯
剣
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

以
上
、
弘
仁
元
年
九
月
二
十
八
日
に
「
節
会
・
蕃
客
」
に
お
い

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

七
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て
、
武
を
以
て
朝
廷
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
職
務
で
あ
る
官
人
以
外

に
も
「
画
飾
大
刀
」
を
帯
び
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
帯
剣
に
帯
剣
者

の
威
儀
を
整
え
る
機
能
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
後
、

帯
剣
す
べ
き
場
は
「
節
会
・
蕃
客
」
以
外
の
場
に
も
拡
大
さ
れ
、

ま
た
身
分
に
よ
っ
て
帯
び
る
剣
が
違
う
こ
と
も
明
確
に
規
定
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
後
紀
』
弘
仁
六
年
十
月
壬
戌
（
二
十
五
日
）
条
に
は

勅
、
親
王
・
内
親
王
・
女
御
及
三
位
已
上
嫡
妻
・
子
、
並
聴

�著
�蘇
芳
色
・
象
牙
刀
子
�。
但
緋
色
鞦
勒
一
切
禁
断
。
又

禁
�女
人
著
�褐
及
黄
櫨
染
等
色
�。
唯
節
会
日
不
�在
�禁
限
�。

五
位
已
上
聴
�恒
服
�飾
刀
�。
六
位
已
下
不
�得
�以
�金
銀
�

為
��飾
。
内
親
王
・
孫
王
、
及
女
御
已
上
、
四
位
已
上
内
命

婦
、
四
位
参
議
已
上
嫡
妻
・
子
、
大
臣
孫
、
並
聴
�乗
�金
銀

装
車
�。
自
余
一
切
禁
断
。

と
あ
る
。
勅
文
の
中
で
帯
剣
に
関
わ
る
部
分
に
着
目
す
る
と
、
勅

は
、
五
位
以
上
の
者
が
（
金
銀
装
の
）「
飾
刀
」
を
恒
に
服
す
る

事
を
聴
し
、
ま
た
六
位
以
下
の
者
が
金
銀
で
刀
を
飾
る
事
を
禁
じ

て
い
る
。
こ
こ
に
「
恒
」
に
と
あ
る
の
で
、
こ
の
後
、「
節
会
・

蕃
客
」
以
外
の
場
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
応
じ
て

「
飾
刀
」
や
金
銀
の
装
飾
の
な
い
刀
を
帯
び
る
こ
と
が
許
可
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
帯
剣
に
付
加
さ

れ
た
威
儀
を
整
え
る
と
い
う
機
能
が
定
着
し
、
帯
剣
が
身
分
標
章

と
し
て
の
機
能
も
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
「
飾
刀
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
弘
仁
元
年
九
月
の

史
料
に
「
画
飾
大
刀
」
と
あ
っ
た
も
の
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
と
す
れ
ば
、
弘
仁
元
年
九
月
の
史
料
で
「
節
会
・

蕃
客
」
の
際
に
「
画
飾
大
刀
」
を
帯
び
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
対

象
は
、
五
位
以
上
の
文
官
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
嵯
峨
朝
に
な
る
と
帯
剣
に
帯
剣
者
の
威
儀
を
整
え
る
機

能
が
加
え
ら
れ
、
ま
た
帯
剣
者
や
帯
び
る
剣
の
種
類
に
つ
い
て
も

規
定
が
成
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
で
は
、
嵯
峨
朝
以
前

の
桓
武
朝
に
お
け
る
皇
太
子
安
殿
親
王
の
帯
剣
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

桓
武
朝
に
は
、
安
殿
親
王
以
後
、
延
暦
十
四
年
に
縫
殿
助
板
茂

連
浜
主
と
式
部
少
輔
和
気
朝
臣
広
世
の
二
名
が
（
36
）
、
延
暦
十
五
年
に

伊
予
親
王
が
（
37
）
、
延
暦
二
十
五
年
に
葛
井
親
王
が
（
38
）
、
そ
れ
ぞ
れ
勅
に

よ
っ
て
帯
剣
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
例
四
名
の
勅
授
帯

剣
を
示
す
史
料
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
事
実
を
記
す
の
み
の
簡
単
な

記
事
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
桓
武
朝
に
帯
剣
を
命
じ
ら
れ
た
者
に
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
人
物
も
、
そ
の
時
、
武
を
以

て
朝
廷
に
奉
仕
す
べ
き
こ
と
が
、
職
掌
上
特
に
求
め
ら
れ
て
い
な
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か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

嵯
峨
朝
に
桓
武
朝
の
政
治
を
受
け
継
ご
う
と
す
る
意
識
が
存
在

し
た
こ
と
や
（
39
）
、
平
城
朝
に
既
に
帯
剣
が
威
儀
を
整
え
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
桓
武
朝
の
勅
授
帯
剣
も
帯
剣
者
の
威
儀
を
整
え
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
即
ち
、
皇
太
子

安
殿
親
王
の
帯
剣
は
、
皇
太
子
の
威
儀
を
整
え
る
こ
と
が
目
的
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
何
故
嵯
峨
朝
に
威
儀
を
整
え
る
目
的
で
の
帯
剣
が

制
度
化
さ
れ
た
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。
嵯
峨
朝
の
特
徴
と
し
て

よ
く
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
に
唐
風
化
の
傾
向
が
あ
る
。
嵯
峨
朝
に
は

宮
中
の
諸
門
・
殿
舎
等
に
中
国
風
の
名
称
が
付
さ
れ
、
儀
礼
が
唐

風
化
し
、
勅
撰
漢
詩
文
集
が
編
纂
さ
れ
た
（
40
）
。
そ
し
て
、
天
皇
や
皇

后
・
皇
太
子
の
衣
服
に
も
中
国
的
な
も
の
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

『
紀
略
』
弘
仁
十
一
年
二
月
甲
戌
朔
条

詔
曰
。
云
々
。
其
朕
大
小
諸
神
事
及
季
冬
奉
�―幣
諸
陵
�、
則

用
�帛
衣
�。
元
正
受
�朝
則
用
�袞
冕
十
二
章
�。
朔
日
受
�朝
、

同
聴
�政
、
受
�蕃
国
使
�、
奉
幣
及
大
小
諸
会
、
則
用
�黄
櫨

染
衣
�。
皇
后
以
�帛
衣
�為
�助
祭
之
服
�。
以
�□
衣
�為
�元
正

朝
賀
之
服
�。
以
�鈿
釵
礼
衣
�為
�大
小
諸
会
之
服
�。
皇
太
子

従
祀
及
元
正
朝
賀
、
可
�服
�袞
冕
九
章
�。
朔
望
入
朝
、
元
正

受
�群
官
若
宮
臣
賀
�、
及
大
小
節
会
、
可
�服
�黄
丹
衣
�。
並

常
所
�服
者
不
�拘
�此
例
�。

こ
こ
で
天
皇
が
元
日
朝
賀
で
服
す
と
さ
れ
た
袞
冕
十
二
章
、
皇

后
が
大
小
諸
会
で
服
す
と
さ
れ
た
鈿
釵
礼
衣
、
皇
太
子
が
従
祀
及

び
元
正
朝
賀
で
服
す
と
さ
れ
た
袞
冕
九
章
な
ど
は
い
ず
れ
も
中
国

的
な
衣
服
で
あ
る
。
こ
の
内
、
天
皇
の
袞
冕
に
関
し
て
は
、『
続

紀
』
天
平
四
年
正
月
乙
巳
朔
条
に
「
御
�大
極
殿
�受
�朝
。
天
皇

始
服
�冕
服
�。」
と
あ
り
、
奈
良
時
代
に
も
冕
服
が
着
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
大
津
透
氏
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
天

平
四
年
の
冕
服
が
中
国
的
な
袞
冕
十
二
章
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ

た
か
は
疑
問
で
あ
り
、
中
国
的
な
冕
服
は
こ
の
弘
仁
十
一
年
二
月

の
段
階
で
導
入
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
41
）
。
つ
ま
り
こ
の

時
、
中
国
的
な
衣
服
が
正
式
に
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
嵯
峨
朝
に
中
国
的
な
「
衣
服
形
態
」
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
帯
剣
に
新
た
な
機
能
が
加
え
ら
れ
た
こ

と
も
、
中
国
に
お
け
る
帯
剣
を
伴
う
「
衣
服
形
態
」
の
影
響
が
疑

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
唐
衣
服
令
の
規
定
を
確
認
し
て
み
る
と
（
42
）
、
そ

こ
で
は
皇
帝
の
諸
冕
服
や
通
天
冠
、
武
弁
（
43
）
、
皇
太
子
が
侍
従
祭

祀
・
謁
廟
・
元
服
・
納
妃
の
際
に
着
す
る
袞
冕
と
謁
廟
還
宮
・
元

日
・
冬
至
・
朔
日
入
朝
・
釈
奠
で
着
す
る
具
服
遠
遊
三
梁
冠
（
44
）
、
五

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

九
（

九

）



品
以
上
の
群
官
の
諸
冕
服
と
朝
服
（
45
）
と
い
っ
た
「
衣
服
形
態
」
に
お

い
て
帯
剣
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
五
品
以

上
の
群
官
の
諸
冕
服
と
対
応
す
る
六
品
以
下
の
爵
弁
の
構
成
要
素

に
は
剣
が
含
ま
れ
ず
（
46
）
、
ま
た
、
六
品
以
下
の
群
官
は
朝
服
を
着
す

る
際
に
も
剣
を
帯
び
な
か
っ
た
（
47
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
唐
衣
服

令
に
お
い
て
、
帯
剣
は
皇
帝
・
皇
太
子
及
び
五
品
以
上
の
群
官
の

威
儀
を
整
え
る
機
能
、
つ
ま
り
そ
れ
ら
の
人
々
の
身
分
標
章
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
唐

衣
服
令
の
規
定
に
見
ら
れ
る
帯
剣
の
機
能
は
、
日
本
で
嵯
峨
朝
に

付
加
さ
れ
た
帯
剣
の
機
能
と
重
な
る
。
先
に
推
測
し
た
よ
う
に
、

日
本
で
帯
剣
に
帯
剣
者
の
威
儀
を
整
え
る
身
分
標
章
と
し
て
の
機

能
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
唐
の
衣
服
令
に
お
け
る
帯
剣
の
機
能
を

導
入
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
48
）
。

第
三
節

皇
太
子
と
帯
剣

前
節
ま
で
の
考
察
で
、
帯
剣
を
伴
う
「
衣
服
形
態
」
が
、
奈
良

時
代
に
お
い
て
は
、
職
掌
上
、
武
を
以
て
朝
廷
に
奉
仕
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
者
の
標
章
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
桓
武
朝
か
ら

嵯
峨
朝
に
か
け
て
、
儀
礼
の
場
に
お
い
て
帯
剣
者
の
威
儀
を
整
え

る
、
身
分
標
章
と
し
て
の
機
能
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
安
殿
親
王
の
帯
剣
を
含
む
桓
武
朝
の
勅
授
帯
剣
も
、

帯
剣
者
の
威
儀
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

本
節
で
は
以
上
の
考
察
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
古
代
の
皇
太
子
制
に

つ
い
て
考
え
る
上
で
、
安
殿
親
王
の
帯
剣
が
如
何
な
る
意
味
を
持

つ
こ
と
な
の
か
論
じ
た
い
。

ま
ず
、
安
殿
親
王
以
前
の
皇
太
子
が
帯
剣
し
て
い
た
か
否
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
第
一
節
で
衣
服
令
に
お
け
る
帯

剣
者
を
確
認
し
た
際
、
皇
太
子
が
大
祀
、
大
嘗
、
元
日
に
着
す
礼

服
に
は
剣
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
他
の
文

献
史
料
か
ら
も
、
大
宝
令
成
立
以
後
、
安
殿
親
王
に
至
る
ま
で
、

皇
太
子
が
帯
剣
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
実
は
窺
え
な
い
（
49
）
。
絵
画

資
料
に
限
れ
ば
、
一
般
に
奈
良
時
代
に
描
か
れ
た
と
言
わ
れ
る
絵

画
で
あ
る
「
御
物
聖
徳
太
子
画
像
」
に
お
い
て
（
50
）
、
聖
徳
太
子
が
帯

剣
し
て
お
り
、
そ
れ
が
奈
良
時
代
の
皇
太
子
の
服
装
を
モ
デ
ル
と

し
て
描
か
れ
た
と
な
る
と
、
当
該
期
に
皇
太
子
が
帯
剣
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
モ
デ
ル

が
聖
徳
太
子
で
あ
る
と
は
断
定
さ
れ
て
お
ら
ず
（
51
）
、
ま
た
最
近
、
五

味
充
子
氏
に
よ
っ
て
「
律
令
制
下
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
唐
と

日
本
の
服
制
の
小
刻
み
な
変
遷
、
唐
か
ら
将
来
さ
れ
た
絵
画
や
服

飾
品
に
窺
わ
れ
る
流
行
風
俗
な
ど
の
、
チ
グ
ハ
グ
な
寄
せ
集
め
で

あ
る
」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
52
）
。
よ
っ
て
、
本
図
は
奈
良
時
代

の
皇
太
子
の
服
飾
を
正
確
に
再
現
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
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れ
、
本
図
を
根
拠
に
、
奈
良
時
代
の
皇
太
子
が
帯
剣
し
て
い
た
と

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
に
、
奈
良
時
代
に
皇
太
子
が
帯
剣

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
見
当
た
ら
ず
、
少
な
く
と
も
朝
廷

の
行
事
等
で
衆
目
に
晒
さ
れ
る
場
に
お
い
て
、
安
殿
親
王
以
前
の

皇
太
子
は
帯
剣
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
安
殿
親
王
以
後
の
皇
太
子
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
四
月
乙
巳
（
二
十
一
日
）
条
に

皇
太
子
始
著
�黄
丹
服
�帯
剣
、
参
�―入
内
裏
�、
再
拝
舞
踏
。

と
あ
る
。
こ
の
史
料
は
人
名
等
を
補
う
と
、「
淳
和
天
皇
の
即
位

後
に
皇
太
子
と
な
っ
た
正
明
親
王
（
後
の
仁
明
天
皇
）
が
、
初
め

て
黄
丹
の
服
を
着
し
帯
剣
し
、
内
裏
に
参
入
し
、
再
拝
舞
踏
し

た
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
明
親
王
は
同
月
壬
寅
（
十

八
日
）
に
立
太
子
し
、
甲
辰
（
二
十
日
）
に
そ
の
地
位
が
確
定
し

た
。
皇
太
子
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
た
直
後
に
「
始
」
め
て

「
著
�黄
丹
服
�帯
剣
」
と
あ
る
こ
と
は
、
黄
丹
服
及
び
帯
剣
が
皇

太
子
と
し
て
の
身
分
を
示
す
「
衣
服
形
態
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
。「
黄
丹
服
」
が
皇
太
子
の
衣
服
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
衣

服
令
１
皇
太
子
条
に
お
い
て
皇
太
子
の
礼
服
に
「
黄
丹
衣
」
と
あ

る
こ
と
や
、
先
に
掲
げ
た
『
紀
略
』
弘
仁
十
一
年
二
月
甲
戌
朔
条

か
ら
理
解
で
き
る
。
剣
に
つ
い
て
は
、
安
殿
親
王
に
始
ま
っ
た
皇

太
子
の
帯
剣
が
、
こ
の
頃
に
は
完
全
に
定
着
し
て
い
た
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
「
皇
太
子
に
勅
し
て
帯
剣
を
さ
せ

る
」
と
い
う
史
料
が
見
ら
れ
な
い
の
に
、
承
和
の
変
で
廃
太
子
さ

れ
た
恒
貞
親
王
が
剣
四
口
を
蔵
人
所
に
進
じ
て
い
る
こ
と
や
（
53
）
、

『
西
宮
記
』
に
皇
太
子
が
帯
び
る
剣
の
詳
細
な
規
定
が
存
在
す
る

こ
と
（
54
）
な
ど
は
、
安
殿
親
王
以
後
、
皇
太
子
の
帯
剣
が
常
態
化
し
て

い
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
で
あ
る
。

最
後
に
、
安
殿
親
王
以
後
、
皇
太
子
の
帯
剣
が
常
態
化
し
た
こ

と
は
、
古
代
の
皇
太
子
制
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
ど
の
よ
う
な
意

味
を
有
す
る
こ
と
な
の
か
論
じ
た
い
。

桓
武
朝
に
お
い
て
、
安
殿
親
王
に
帯
剣
を
命
じ
、
そ
の
権
威
を

高
め
た
こ
と
は
、
当
該
期
に
他
に
も
勅
授
帯
剣
の
例
が
あ
り
、
威

儀
が
整
え
ら
れ
た
の
は
皇
太
子
に
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
政
治
的

な
意
味
を
重
視
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
（
55
）
。
し
か
し
、
帯
剣
が

常
態
化
し
た
こ
と
は
、
制
度
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

既
に
、
平
安
時
代
に
な
る
と
皇
嗣
と
し
て
皇
太
子
を
立
て
る
こ

と
が
一
般
的
に
な
り
、
ま
た
そ
れ
と
前
後
す
る
形
で
東
宮
封
（
56
）
や
春

宮
坊
（
57
）
が
整
え
ら
れ
、
皇
太
子
制
の
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
皇
太
子
に
帯
剣
さ
せ
、
そ
の
威
儀
を
整
え
、

権
威
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
も
、
こ
の
皇
太
子
制
の
整
備
の
一
環
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
桓
武
が
そ
の
様
な
こ
と
ま
で
想

定
し
て
、
安
殿
親
王
に
帯
剣
を
命
じ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

一
一
（
一
一
）



の
後
に
皇
太
子
の
帯
剣
が
常
態
化
し
た
こ
と
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

結
果
と
し
て
、
安
殿
親
王
以
後
、
皇
太
子
に
帯
剣
さ
せ
、
そ
の
権

威
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
制
度
的
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
古
代
の
皇
太
子
の
権
威
に
つ
い
て
、
藤
森
健
太
郎
氏
が
、

元
日
朝
賀
儀
礼
や
皇
太
子
受
賀
儀
礼
の
研
究
を
通
じ
て
、
日
本
の

皇
太
子
は
唐
の
皇
太
子
と
比
べ
、
臣
下
か
ら
や
や
遠
く
君
主
に
は

や
や
近
く
置
か
れ
た
ら
し
い
と
論
じ
て
い
る
（
58
）
。
ま
た
、
彌
永
貞
三

氏
も
、
釈
奠
の
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
古
代
の
皇
太
子
の
超
越
性

を
指
摘
さ
れ
た
（
59
）
。
桓
武
朝
に
始
ま
り
、
そ
の
後
常
態
化
し
た
皇
太

子
の
帯
剣
は
、
既
に
大
き
な
権
威
を
有
し
て
い
た
日
本
の
皇
太
子

の
権
威
を
更
に
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

平
安
前
期
に
成
立
し
た
諸
儀
式
書
に
は
、
皇
太
子
が
い
く
つ
か

の
儀
礼
に
参
加
す
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

儀
礼
に
お
い
て
、
帯
剣
し
威
儀
を
整
え
た
皇
太
子
の
権
威
に
満
ち

た
姿
は
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
の
結
果
を
ま
と
め
直
し
た
い
。
日
本
古
代
に
お
い

て
、「
衣
服
形
態
」
は
、
そ
れ
を
着
し
て
い
る
者
の
性
格
を
表
し

た
が
、
帯
剣
も
「
衣
服
形
態
」
を
構
成
す
る
一
つ
の
要
素
で
あ
る
。

奈
良
時
代
に
帯
剣
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
職
掌
上
、

武
を
以
て
朝
廷
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
官
人
の
み
で
あ

り
、
こ
の
時
期
の
帯
剣
は
武
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
桓
武

朝
に
な
る
と
、
帯
剣
に
儀
礼
の
場
に
お
い
て
帯
剣
者
の
威
儀
を
整

え
る
、
身
分
標
章
と
し
て
の
機
能
が
付
加
さ
れ
、
そ
れ
は
嵯
峨
朝

に
制
度
化
さ
れ
た
。
こ
れ
は
帯
剣
に
関
わ
る
唐
の
衣
服
制
度
の
導

入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
安
殿
親
王
の
帯
剣
は
、

武
の
行
使
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
儀
礼
の
場
に
お
い
て
そ

の
威
儀
を
整
え
る
た
め
の
帯
剣
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
皇
太
子

の
帯
剣
は
常
態
化
し
、
制
度
的
に
皇
太
子
の
権
威
が
よ
り
高
め
ら

れ
た
。
そ
の
よ
う
な
権
威
に
満
ち
た
皇
太
子
の
姿
は
、
皇
太
子
が

儀
礼
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

制
度
的
側
面
か
ら
、
日
本
古
代
の
皇
太
子
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
権
威
と
政
治
的
権
限
の
両
方
、
及
び
そ
の

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
こ
の

皇
太
子
の
権
威
に
関
し
て
、
平
安
初
期
、
帯
剣
に
よ
っ
て
、
制
度

的
に
皇
太
子
の
権
威
が
よ
り
高
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
方
、
皇
太
子
の
政
治
的
権
限
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
井
上
光
貞

氏
が
持
統
・
天
武
朝
以
後
の
皇
太
子
は
政
治
と
は
関
係
の
な
い
地

位
と
さ
れ
た
と
論
じ
た
が
（
60
）
、
そ
の
後
、
林
紀
昭
氏
や
荒
木
敏
夫
氏

に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
以
降
の
皇
太
子
も
、
一
定
の
政
治
的
権
限

史

学

第
七
八
巻

第
一
・
二
号
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を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
61
）
。
本
稿
で
は
、
皇
太
子

の
政
治
的
権
限
や
、
権
威
と
政
治
的
権
限
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
論
じ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
１
）
六
国
史
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
の
史
料
に
「
帯
剣
」
と
あ
る
場

合
、
実
際
に
は
刀
を
帯
び
て
い
る
例
が
多
々
見
ら
れ
、
史
料
上
、

剣
と
刀
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
も
そ
れ
に
倣
い
、

以
下
特
に
何
も
断
ら
ず
「
剣
」
と
書
い
た
場
合
、
刀
も
含
ん
だ
刀

剣
全
般
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
但
し
、
刀
子
に
関
し
て
は
、
史
料

上
、
剣
と
明
ら
か
に
違
う
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
で
（
黒
川
真
頼

「
日
本
佩
刀
沿
革
」〈『
黒
川
真
頼
全
集
』
五
、
国
書
刊
行
会
、
一
九

一
一
年
〉）、
本
稿
で
も
「
剣
」
に
含
め
ず
、
考
察
の
対
象
と
し
な

い
。

（
２
）
以
後
、
衣
服
及
び
装
身
具
・
冠
・
頭
髪
、
そ
し
て
剣
な
ど
を
含

む
身
に
つ
け
る
も
の
全
体
の
形
態
を
示
す
言
葉
と
し
て
、
括
弧
を

つ
け
て
「
衣
服
形
態
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
。

（
３
）
近
藤
好
和
『
装
束
の
日
本
史

平
安
貴
族
は
何
を
着
て
い
た
の

か
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
武
田
佐
知
子
『
古
代
国
家
の
形

成
と
衣
服
令
―
袴
と
貫
頭
衣
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）、

同
『
衣
服
で
読
み
直
す
日
本
史

男
装
と
王
権
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
八
年
）
な
ど
の
衣
服
史
の
研
究
に
お
い
て
、「
衣
服
形
態
」

が
着
用
者
の
性
格
を
標
章
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、

大
津
透
『
古
代
の
天
皇
制
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
第
七
章

「
天
皇
の
服
と
律
令
・
礼
の
継
受
」
で
は
「
衣
服
形
態
」
か
ら
天
皇

の
性
格
や
そ
の
変
質
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
本
稿
で
は
、
大
宝
令
成
立
以
後
、
光
仁
朝
ま
で
を
奈
良
時
代
と

呼
び
、
桓
武
朝
以
後
を
平
安
時
代
と
呼
ぶ
。

（
５
）
安
田
政
彦
氏
が
、
勅
授
帯
剣
（
勅
に
よ
り
個
人
に
対
し
て
帯
剣

を
命
ず
る
・
聴
す
こ
と
）
の
初
例
と
位
置
付
け
、「
早
良
廃
太
子
以

後
、
安
殿
親
王
を
皇
太
子
と
し
て
優
遇
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の

と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
論
じ
て
い
る
ほ
か

（
安
田
政
彦
「
勅
授
帯
剣
に
つ
い
て
」〈
亀
田
隆
之
先
生
還
暦
記
念

会
『
律
令
制
社
会
の
成
立
と
展
開
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九

年
〉）、
春
名
宏
昭
氏
が
「
天
皇
か
ら
の
特
別
待
遇
を
示
す
も
の
だ

ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
（
春
名
宏
昭
『
平
城
天
皇
』、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）、
政
治
史
的
な
観
点
か
ら
本
史
料
を
扱
っ

た
研
究
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
青
木
和
夫
氏
他
校
注

『
続
日
本
紀
』
の
注
に
お
い
て
、
元
服
以
前
の
親
王
帯
剣
と
し
、
関

連
史
料
と
し
て
惟
喬
親
王
の
帯
剣
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
青

木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
校
注
『
新
日
本
古

典
文
学
大
系
１５

続
日
本
紀
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）。

し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
制
度
史
的
な
観
点
か
ら
本
史
料
を
扱
っ

た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。

（
６
）
川
口
勝
康
氏
は
、
中
国
の
皇
帝
か
ら
日
本
の
権
力
者
に
下
賜
さ

れ
た
剣
は
庇
護
・
被
庇
護
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
冊
封
体
制
の
論

理
を
示
し
、
そ
の
様
な
剣
の
役
割
は
大
王
か
ら
在
地
首
長
層
に
剣

が
分
与
さ
れ
る
こ
と
で
倭
国
内
の
身
分
秩
序
を
形
成
す
る
上
で
も

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
た
（
川
口
勝
康
「
瑞
刃
刀
と

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

一
三
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大
王
号
の
成
立
」〈
井
上
光
貞
博
士
還
暦
記
念
会
『
古
代
史
論
叢
』

上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
〉、
同
「
大
王
の
出
現
」〈『
日

本
の
社
会
史
』
第
三
巻
権
威
と
支
配
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七

年
〉）。
ま
た
、
大
津
透
氏
は
古
墳
時
代
よ
り
後
の
時
代
に
も
剣
が

同
様
の
意
味
を
有
し
て
い
た
と
述
べ
、
例
と
し
て
甲
子
の
宣
に
お

い
て
大
小
氏
の
氏
上
に
剣
を
賜
っ
た
こ
と
、
律
令
制
下
に
天
皇
が

節
刀
を
使
者
に
授
け
る
こ
と
で
権
力
分
与
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
平

安
時
代
に
な
っ
て
も
天
皇
権
力
を
行
使
す
る
宝
器
と
し
て
剣
や
関

契
等
が
納
め
ら
れ
た
大
刀
契
が
即
位
に
あ
た
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
（
大
津
透
、
前
掲（
３
）第
三
章
「
天
日
嗣
高
御

座
の
業
と
五
位
以
上
官
人
」）。

（
７
）
大
津
透
氏
は
出
雲
や
紀
伊
の
国
造
任
命
儀
礼
に
お
い
て
、
鏡
と

剣
を
中
心
と
す
る
神
宝
が
天
皇
に
献
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
天
皇
に

祭
祀
権
を
差
し
出
す
こ
と
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
こ
に
儀
礼
の
服
属

儀
礼
と
し
て
の
本
質
が
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
（
大
津
透
、
前
掲

（
３
）第
四
章
「
食
国
天
下
の
政
と
服
属
儀
礼
」）。
ま
た
、
和
田
萃

氏
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
剣
が
鏡
と
と
も
に
祭
祀
具
と
さ
れ

た
の
は
、
中
国
の
道
家
で
そ
れ
ら
が
主
要
な
祭
祀
具
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
の
影
響
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
和
田
萃
「
鏡

を
め
ぐ
る
信
仰
」〈『
日
本
古
代
の
祭
祀
・
信
仰
』
中
、
塙
書
房
、

一
九
九
五
年
、
初
出
は
一
九
九
一
年
〉）。

（
８
）
薗
田
香
融
「
護
り
刀
考
」（『
日
本
古
代
の
貴
族
と
地
方
豪
族
』、

塙
書
房
、
一
九
九
二
年
、
初
出
は
一
九
六
四
年
）。

（
９
）
薗
田
香
融
氏
は
黒
作
懸
佩
刀
の
伝
来
や
藤
原
緒
嗣
が
元
服
す
る

際
に
桓
武
天
皇
が
剣
を
賜
っ
た
例
を
挙
げ
、
刀
の
授
受
は
信
頼
関

係
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
園
田
香
融
「
護
り

刀
考
」〈
前
掲（
８
）〉）。

（
１０
）
以
下
令
文
の
条
文
名
、
条
文
番
号
は
『
律
令
』（
岩
波
書
店
、

一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。

（
１１
）
衣
服
令
集
解
４
諸
臣
条
の
諸
説
に
よ
る
と
、
大
祀
と
は
天
地
を

祀
る
類
の
臨
時
の
大
祀
を
い
う
。

（
１２
）
礼
服
を
着
す
る
衛
門
府
と
左
右
衛
士
府
の
督
佐
、
左
右
兵
衛
府

の
督
を
示
す
。

（
１３
）
衛
門
府
の
尉
・
志
、
左
右
衛
士
府
の
尉
・
志
、
左
右
兵
衛
府
の

佐
・
尉
・
志
を
示
す
。

（
１４
）
『
令
集
解
』
の
諸
説
に
よ
る
と
門
部
使
部
の
こ
と
。

（
１５
）
広
瀬
圭
「
古
代
服
制
の
基
礎
的
考
察
」（『
日
本
歴
史
』
第
三
五

六
号
、
一
九
七
八
年
）。
括
弧
内
は
引
用
者
注
。

（
１６
）
『
令
集
解
』
の
諸
説
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
謂
、
朔
日
者
、

四
孟
朔
日
也
。
節
日
者
、
初
注
会
集
等
日
是
也
。
其
主
帥
以
上
注
、

称
�会
集
日
�者
、
朔
節
日
亦
同
。
但
衛
士
注
、
言
�会
集
日
�者
、

非
�是
朔
節
日
�。
凡
著
�朝
服
�之
時
、
督
佐
牙
笏
、
志
以
上
木
笏
、

文
不
�載
者
略
。
諸
須
�知
。
釈
云
、
朔
節
日
亦
同
。
但
於
�衛
士
�

朔
節
日
不
�同
�会
集
日
�也
。
此
篇
、
依
�時
々
格
�既
改
異
之
。

依
�時
法
�耳
。
又
云
、
案
朔
節
日
不
�入
�会
集
日
�難
也
。
穴
云
、

朔
日
、
謂
依
�此
文
�可
�有
�不
�立
�儀
仗
�朔
日
�也
。〈
師
不
�依

�之
。〉
私
案
、
依
�宮
衛
令
�、
必
立
�儀
仗
�。
但
会
集
之
日
、
立
�儀

仗
�式
重
厚
。
自
余
日
雖
�立
�儀
仗
�、
儀
式
少
薄
耳
。
依
�文
所
�案
、

師
同
�此
説
�也
。」

（
１７
）
衣
服
令
１
皇
太
子
条
「
皇
太
子
礼
服
。
礼
服
冠
。
黄
丹
衣
。
牙

笏
。
白
袴
。
白
帯
。
深
紫
紗
褶
。
錦
襪
。
烏
皮
�
。」。

（
１８
）
衣
服
令
２
親
王
条
「
親
王
礼
服
。
一
品
礼
服
冠
。〈
四
品
以
上
、

史
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毎
�品
各
有
�別
制
�。〉
深
紫
衣
。
牙
笏
。
白
袴
。
条
帯
。
深
緑
紗
褶
。

錦
襪
。
烏
皮
�
。〈
佩
�綬
玉
珮
�。〉」。

（
１９
）
衣
服
令
３
諸
王
条
「
諸
王
礼
服
。
一
位
礼
服
冠
。〈
五
位
以
上
、

毎
�位
及
階
�各
有
�別
制
�。
諸
臣
准
�此
。〉
深
紫
衣
。
牙
笏
。
白
袴
。

条
帯
。
深
緑
紗
褶
。
錦
襪
。
烏
皮
�
。
二
位
以
下
五
位
以
上
、
並

浅
紫
衣
。
以
外
皆
同
�一
位
服
�。〈
五
位
以
上
佩
�綬
�。
三
位
以
上

加
�玉
珮
�。
諸
臣
准
�此
。〉」

（
２０
）
衣
服
令
４
諸
臣
条
「
諸
臣
礼
服
。
一
位
礼
服
冠
。
深
紫
衣
。
牙

笏
。
白
袴
。
条
帯
。
深
縹
紗
褶
。
錦
襪
。
烏
皮
�
。
三
位
以
上
、

浅
紫
衣
。
四
位
、
深
緋
衣
。
五
位
、
浅
緋
衣
。
以
外
並
同
�一
位
服
�。

大
祀
大
嘗
元
日
、
則
服
之
。」

（
２１
）
衣
服
令
５
朝
服
条
「
朝
服
。
一
品
以
下
、
五
位
以
上
、
並
皀
羅

頭
巾
。
衣
色
同
�礼
服
�。
牙
笏
。
白
袴
。
金
銀
装
腰
帯
。
白
襪
。
烏

皮
履
。
六
位
、
深
緑
衣
。
七
位
、
浅
緑
衣
。
八
位
、
深
縹
衣
。
初

位
、
浅
縹
衣
。
並
皀
縵
頭
巾
。
木
笏
。〈
謂
、
職
事
。〉
烏
油
腰
帯
。

白
袴
。
白
襪
。
烏
皮
履
。
袋
従
�服
色
�。
親
王
、
緑
緋
緒
。
一
品
四

結
。
二
品
三
結
。
三
品
二
結
。
四
品
一
結
。
諸
王
三
位
以
上
、
同
�

諸
臣
�。
正
四
位
深
緋
。
従
四
位
深
緑
。
正
五
位
浅
緋
。
従
五
位
深

縹
。
結
同
�諸
臣
�。
諸
臣
正
位
紫
緒
、
従
位
緑
緒
。
上
階
二
結
、
下

階
一
結
。
唯
一
位
三
結
。
二
位
二
結
。
三
位
一
結
。
以
�緒
別
�正

従
�。
以
�結
明
�上
下
�。
朝
庭
公
事
、
即
服
之
。」

（
２２
）
衣
服
令
６
制
服
条
「
制
服
。
無
位
。
皆
皀
縵
頭
巾
。
黄
袍
。
烏

油
腰
帯
。
白
襪
。
皮
履
。
朝
庭
公
事
、
即
服
之
。
尋
常
通
得
�着
�

草
鞋
�。〈
家
人
奴
婢
、
橡
墨
衣
。〉」

（
２３
）
仗
を
剣
に
置
き
換
え
る
と
、「
五
衛
府
、
軍
団
、
そ
の
他
剣
を

帯
び
る
べ
き
者
を
武
官
と
せ
よ
。
但
し
、
大
宰
府
、
三
関
国
、
及

び
内
舎
人
は
、
帯
剣
す
る
べ
き
で
あ
る
が
武
官
で
は
な
い
。」
と
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２４
）
「
供
�―奉
雑
使
�」
に
関
し
て
は
、
一
見
武
力
と
の
関
係
は
見
い

だ
せ
な
い
が
、『
令
集
解
』
諸
説
で
は
、
軍
事
と
関
係
す
る
事
柄
に

お
い
て
内
舎
人
が
雑
使
と
し
て
供
奉
す
る
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
も
、
内
舎
人
が
武
・
軍
事
と
関
係
の
深
い
官
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
２５
）
黒
川
真
頼
「
日
本
佩
刀
沿
革
」（
前
掲（
１
））。

（
２６
）
瀧
川
政
次
郎
「
新
古
律
令
の
比
較
研
究
」（『
律
令
の
研
究
』、

刀
江
書
院
、
一
九
三
一
年
）

（
２７
）
『
続
紀
』
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
三
月
丙
辰
（
二
十
三
日
）
条
。

（
２８
）
『
続
紀
』
和
銅
四
年
甲
子
（
二
十
三
日
）
条
。

（
２９
）
笹
山
晴
生
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
五
年
）。

（
３０
）
『
続
紀
』
天
平
十
八
年
二
月
己
丑
（
七
日
）
条
。

（
３１
）
北
啓
太
「
天
平
四
年
の
節
度
使
」（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念

会
編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

四
年
）

（
３２
）
中
村
明
蔵
「
隼
人
司
の
役
割
に
つ
い
て
」（『
熊
襲
・
隼
人
の
社

会
史
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（
３３
）
国
司
・
郡
司
の
帯
剣
を
許
可
し
た
事
例
は
、『
日
本
三
代
実

録
』（
以
下
『
三
実
』
と
記
す
）
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
十
二
月
二

十
一
日
条
に
、
勅
に
よ
っ
て
長
門
国
司
の
帯
剣
を
許
可
し
た
と
あ

る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、『
三
実
』・『
日
本
紀
略
』（
以
下
『
紀

略
』
と
記
す
）
に
八
例
見
え
、
延
喜
兵
部
省
式
国
国
帯
仗
条
で
は
、

計
十
七
カ
国
の
国
郡
司
・
書
生
等
が
帯
仗
（
即
ち
帯
剣
で
あ
ろ

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣
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う
）
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３４
）
当
該
日
の
『
後
紀
』
は
欠
。『
紀
略
』
に
「
下
�十
五
条
憲

法
�。」
と
あ
る
。

（
３５
）
本
史
料
で
は
、「
画
飾
大
刀
」・「
飾
刀
」・「
画
飾
刀
」
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
同
じ
も
の
を
指
す
言
葉
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
「
画
飾
大
刀
」
で
統
一
す
る
。

（
３６
）
『
紀
略
』
延
暦
十
四
年
十
月
癸
巳
（
三
十
日
）
条
。

（
３７
）
『
紀
略
』
延
暦
十
五
年
一
月
癸
卯
（
十
日
）
条
。

（
３８
）
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
（
八
五
〇
）
年
四
月
己
酉

（
二
日
）
条
。

（
３９
）
桓
武
天
皇
の
命
に
よ
り
始
め
ら
れ
、
そ
の
死
に
よ
っ
て
中
断
し

て
い
た
格
式
の
編
纂
を
、
嵯
峨
天
皇
の
命
に
よ
り
再
開
し
た
こ
と

も
、
そ
の
一
例
だ
ろ
う
（『
弘
仁
格
式
』
序
）。

（
４０
）
坂
上
康
俊
『
日
本
の
歴
史
０５
律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」』

（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
４１
）
大
津
透
、
前
掲（
３
）第
七
章
「
天
皇
の
服
と
律
令
・
礼
の
継

受
」。

（
４２
）
唐
令
は
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
の
復
旧
条
文
を
参
考
に
し
た
。

（
４３
）
『
唐
衣
服
令
』
復
旧
１
〜
８
条
。
以
下
条
文
番
号
は
『
唐
令
拾

遺
補
』
に
よ
る
。

（
４４
）
『
唐
衣
服
令
』
復
旧
１８
・
１９
条
。

（
４５
）
『
唐
衣
服
令
』
復
旧
２６
〜
３０
・
４１
条
。
朝
服
は
具
服
と
も
。

（
４６
）
『
唐
衣
服
令
』
復
旧
３１
条
。

（
４７
）
『
唐
衣
服
令
』
復
旧
４１
条

（
４８
）
剣
と
同
様
に
装
身
具
で
あ
る
笏
に
つ
い
て
、
野
村
忠
夫
氏
が

「
官
人
の
把
笏
が
「
威
儀
」
を
整
え
て
、
そ
の
職
に
「
威
勢
」
を
増

し
、
神
祇
関
係
者
の
把
笏
が
「
増
�神
威
�」
す
も
の
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
把
笏
の
持
つ
性
格
は
多
分
に
呪
術
的
な
も
の
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
（
野
村
忠
夫
「
官
人
把
笏
の
問
題
」

〈『
律
令
官
人
制
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
、
初
出
は

一
九
六
五
年
〉）。
は
じ
め
に
に
お
い
て
、
剣
に
呪
術
的
な
力
が
あ

り
祭
祀
具
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
剣
に
呪
術
的
な
力
が
あ
る
と
い
う
認
識
が

存
在
し
た
こ
と
も
、
日
本
で
唐
衣
服
令
を
参
考
に
、
帯
剣
に
威
儀

を
整
え
る
機
能
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
４９
）
藤
原
不
比
等
が
皇
太
子
首
親
王
に
黒
作
懸
佩
刀
を
献
じ
た
こ
と

や
（「
東
大
寺
献
物
帳
」）、
藤
原
百
川
が
皇
太
子
山
部
親
王
に
剣
を

献
じ
た
こ
と
な
ど
（『
続
後
紀
』
承
和
十
年
七
月
庚
戌
〈
二
十
三

日
〉
条
）、
皇
太
子
が
剣
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
見

ら
れ
る
が
、
皇
太
子
が
そ
の
剣
を
帯
び
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
見

ら
れ
な
い
。

（
５０
）
戦
前
に
は
黒
川
真
頼
氏
が
唱
え
た
天
武
十
四
年
か
ら
持
統
朝
の

間
の
制
作
と
い
う
説
が
定
説
と
な
っ
て
い
た
が
（
黒
川
真
頼
「
聖

徳
太
子
御
像
之
辯
」〈
前
掲（
１
）所
収
初
出
は
一
八
九
五
年
〉）、
戦

後
、
亀
田
孜
・
関
根
真
隆
・
上
原
和
の
三
氏
な
ど
が
奈
良
時
代
制

作
説
を
提
唱
し
て
以
来
、
そ
れ
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
（
亀
田
孜

「
御
物
聖
徳
太
子
御
影
考
」〈『
美
術
研
究
』
一
五
一
、
一
九
四
八

年
〉・
関
根
真
隆
『
奈
良
朝
服
飾
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

七
四
年
・
上
原
和
『
斑
鳩
の
白
い
道
の
上
に
』、
講
談
社
、
一
九
九

二
年
、
初
出
は
一
九
七
五
年
）。
当
絵
画
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、

松
原
智
美
「
御
物
聖
徳
太
子
二
童
子
画
像
」（
大
橋
一
章
編
『
法
隆

史
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寺
美
術

論
争
の
視
点
』、
グ
ラ
フ
社
、
一
九
九
八
年
）
が
詳
し
い
。

（
５１
）
聖
徳
太
子
像
で
は
な
い
と
す
る
今
枝
愛
真
氏
の
説
を
否
定
し
た

東
野
治
之
氏
で
す
ら
（
今
枝
愛
真
「
御
物
聖
徳
太
子
像
の
謎
」

〈『
明
日
香
風
』
六
号
、
一
九
八
三
年
〉・
東
野
治
之
「
聖
徳
太
子
画

像
の
「
墨
書
」」〈『
書
の
古
代
史
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
〉）、

「
太
子
像
と
い
う
証
明
は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
平
安
末
を
遡
る
こ
と

か
な
り
以
前
か
ら
、
太
子
像
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
東
野
治
之
「
御
物
《
聖
徳
太
子
画

像
》
を
め
ぐ
っ
て
」〈『
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
』
第
四
号
、
二
〇
〇

一
年
〉）。

（
５２
）
五
味
充
子
「
御
物
聖
徳
太
子
画
像
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」

（『
国
華
』
第
一
三
四
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）

（
５３
）
『
続
後
紀
』
承
和
九
年
七
月
丙
辰
（
二
十
四
日
）
条
。

（
５４
）
『
西
宮
記
』
臨
時
三
、
剣
「
飾
剣
。
東
宮
及
参
議
以
上
、
節
会

時
着
�之
。
螺
鈿
剣
。
東
宮
尋
常
事
、
公
卿
二
宮
大
饗
・
行
幸
・
列

見
・
定
考
時
、
凡
随
�便
着
�之
。
諸
衛
次
将
、
節
会
時
同
用
�之
。

（
後
略
）」

（
５５
）
注（
５
）参
照
。

（
５６
）
堀
江
潔
「
東
宮
封
の
成
立
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
第
三
一
八
号
、

一
九
九
九
年
）、
同
「
平
安
初
期
に
お
け
る
東
宮
封
の
倍
増
と
そ
の

契
機
」（『
九
州
史
学
』
第
一
二
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
５７
）
坂
上
康
俊
「
東
宮
機
構
と
皇
太
子
」（
九
州
大
学
国
史
学
研
究

室
編
『
古
代
中
世
史
論
集
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）。

（
５８
）
藤
森
健
太
郎
『
古
代
天
皇
の
即
位
儀
礼
』（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
〇
年
）

（
５９
）
彌
永
貞
三
「
古
代
の
釈
奠
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と

史
料
』、
高
科
書
店
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
七
二
年
）

（
６０
）
井
上
光
貞
「
古
代
の
皇
太
子
」（
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
国
家

の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
の
ち
井
上
光
貞
著
・
吉
村

武
彦
編
『
天
皇
と
古
代
王
権
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
な
ど
に

所
収
）。

（
６１
）
林
紀
昭
「
律
令
皇
太
子
制
の
一
考
察
」（『
難
波
宮
址
の
研
究

第
七

論
考
篇
』
一
九
八
一
年
）。
荒
木
敏
夫
『
日
本
の
皇
太
子
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

日
本
古
代
の
皇
太
子
と
帯
剣

一
七
（
一
七
）


